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1．実船の速力 、 馬 力を推定する

　よい 船を造る ために設計者は、推進性

能や経済性な ど を検討し、使用 目 的に 最

もマ ッ チ した 船型 を 得 よ う と 努 力 して い

る 。 しか し建造実績のある船型や設 計デ

ータが ある場合はよい が、新しい 船型 を

開発 しよ うと した り、設 計資料が充 分 に

な い と き は目 的とする性能が得られない

こ とが ある 。 また、デ
ー
タ不足の た め安

全を 見す ぎ て 過 大 な主 機関を 搭載 す る よ

うな 不経済なケ
ー

ス も見受け られ る 。 船

舶 の 建造 は費用も工 期も多くかかり、試

し に建造 した D 、造 り直す わ け に は い か

ず、こ の ような場合非常に大きな リス ク

を 負 う こ と にな る 。

　 19世 紀 末、英 国の ウィ リアム ・
フ ルー

ドは模型試験に よ り実船の抵抗を知 る こ

とが可能で ある と し、「
フ ルードの 法則 」

を発表した 。 つ い で、1871年 に英 国 の ト

ー
キイ（Torquay ）に試 験水 槽 を建 設

し実験的にも理 論 の 正 し い こ と が証明さ

れ た 。　以後、試験 水槽 の 重要性が 認 識

ざ れ、 水槽試験 が 広 く行 わ れる よ う に

な っ た。そ して 100年以 上 を経 た現 在 も、

建造する船につ い て、目標と した 性能が

得 られる か 否か を 確認する ための 試験、

新 し い船型 を 開発する 手 段 と し て の 試験、

な どその 重要性は 何ら変わっ て い な い 。

2 ．推進性能試験とは

　 こ こ で は、推進性能試験とは どの 様な

もの で あるかそ の 概要を説明する 。 個々

の 試験の 詳 しい 内 容は 次 回 に 解説 した い 。

　推進性能試験 には 主なる もの と して 次

の よ うな 試 験 がある 。

　 q｝抵抗 試 験

　〔a自航試験

　 〔3）プロ ペ ラ単 独 試 験

　 （4）伴 流試 験

　 抵抗 試験 で は、一定の 速度で 航走 する

模型 船の抵 抗 を計測 して 、下記に示 す実

船 の 有 効馬 力 （EHP ）を 求 める こ とを 目

的 と して い る。

　　　　　　　　　 R　；全抵 抗 （kgf）

　 EHP ；R ・V ／75　 V　；速度 　（m ／s）

　　　　　　　　 EHP ；有効 馬 力

　 ここ で重 要な 問 題 は、模 型 船の 抵 抗か

ら実 船の 抵抗を推定す る方 法にあ る。抵

抗 を 成分 に分 け、各成 分毎 に実船 の 抵抗

値 に換算 しな けれ ばな らな い。

　抵抗 は、大 き く二 つ に分 け られ る。一

つ は船 が 波 を造 る た め の 抵抗で 造 波抵抗

と呼ん で い る 。

　 実 船とそ れ と相似 な 模 型船 で フ ルード

数

Fn＝》〈γ可 　　g ；重 力の 加 速度（m ！s2 〕

　　　　　　　　L ；船 の 長 さ （m ）

を等 し くする と、両者で 波の 形も相似に

なる 。 こ れを フ ルー
ドの 相似則 と言い 、

模型 試験 で は フ ル
ー

ド数 を実船の そ れ と

同 じに して 試 験す る。も う一
つ は、水 の

粘性 による 抵 抗 で 、 こ れ は レイ ノル ズ 数

　 Rn ＝L・V 砂 　 y ；水 の動 粘性係数

に よ っ て 変 わる 。 模型 試験 で は、フ ルー

ド数を合わせ るの で、こ の レ イノ ル ズ数

は 模型船と 実船と で 異 な り 別 途計算 に よ

っ て 換算 す る 必要 が あ る 。

　有効馬力は、この 船を 曳航する とき に

必 要 な パ ワ
ーを 示 して い る 。 実際の 船舶

は、プ ロ ペ ラ の 推 力で 前進 す る か ら、実

用上 必要な パ ワ
ー

は、プ ロ ペ ラ に供給す

る 馬 力 （伝達 馬 力 ： DHP ）で ある 。 伝 達

馬 力 と有 効 馬 力の 比 を 推進 係数 ηと呼ん

で い る 。

　 EHP ／DHP ＝η

　 船 型試 験 で は、推 進係数を 自航試験 に

よ っ て もと め る こ とが で き る 。 模型 船の

推進係数も ま た実船 に 換算する必 要 があ

る 。こ の た め、わが 国 で は、推進 係数も

成分 に 分解 し、実船の 値を求め る組 立法

が一般 に 用 い られ て い る 。

　 推 進係 数 の 成 分の
一

つ に プ ロ ペ ラ 単独

の 効率が あり、プ ロ ペ ラ単独試験 によ っ

て 求 め る こ と が出来 る 。しか し、船 の プ

ロ ペ ラ は船体 の 後 で 作 動す る た め、プロ

ペ ラ に は船 速 とは異 な っ た 不 均
一

な 流れ

（伴 流 ）が流入 する の で、プロ ペ ラ 単独と

は 性能 が若干 異な っ て くる 。 こ の た め に

伴 流の計 測 （伴 流計測 ）も また船型 試験

の 重要な要 素 になっ て い る 。

　 以 上の 説 明 で も判 る よ う に、船 型 試験

法 で は模 型船 の値 を 計 測 して 実船 の値 を

推 定す る手 法が最 も重 視 され て、フ ル
ー
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ド以 来 さ まざ まな 方法が考え られてきた 。

　現 在、国際 試験 水 槽会 議 （ITTO ）な ど

で主 流 に な っ て い る 方法 は、ほ ぼわ が 国

で 大型船を中心 に 長年 にわた っ て 培 っ て

き た 方 式 で ある が、小 型 船の 模型 試験 に

特有の 問題 に つ い て は、今 後も 研 究 しな

ければならな い とこ ろも あ る 。

3 ．試験の まえ に

　模 型 を用 いて 実験 を 行 い 実船の 馬 力等

を推 定 する と いう 試験 の性 格上、模型船

や模型 プロ ペ ラは 非常に 高い製作精度が

要求 さ れる。また、実 験 データ も非 常 に

デ リケー
トで あ り、試 験 に使 用 する施設

や 計測 機器 も高 精 度 のも のが必 要 である 。

こ れ らの 実験機 器 と高 度 に 維持 管 理さ れ

た諸設備を 用いる こ とに よ っ て 質の 高い

水槽試 験 を行 う こ と が可 能 とな るの で あ

る 。

曳航水槽

　当 セ ン タ
ー

に は、二 つ の 水槽が あ りそ

れ ぞ れ 第
一一：水槽、第二 水槽 と呼ん で い る 。

　　　　　　　 第
一

水 槽

長 ざ 　 　 　 　 　 207．Om

幅 　　 　 　　 　 　 IO．Om

深 ざ 　 　 　　 　 　　 6．3m

曳引車最高速度　 5m ／5

第二 水槽

207、Om

　8．Om4

．15m6m

／S

第
一

水槽の 端に は造 波装 置 が設 置 して あ

り、波 浪 中の 試験 をす る こ とも 出 来る。

水槽で使用する 曳引車の 速 度制御 は lmm

！S 級の高い 制御性能を有 して いる。ま

た 曳 引車 用の 走行レ
ール の 高低 や 直進 性、

水 槽 水の チ ェ ッ クなど、水槽試験 の 精度

を維 持する ため 常に 保守 ・
管理 を行 っ て

い る。

模型船

　模型船の 大き さ は、小さ くなる ほ ど製

作誤差 の 影 響が大 き く な る た め、ま た、

レイノ ルズ 数の違 い は計算で 修正 せ ざ る
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を得な い の で 、あ る 程度 の大 き さが要 求

ざれる が、通 常 は試験を行 う水槽の 大き

さ や、計 測機 器 の容 量 ・精度、曳 引車の

速度など に よ り決め られる。

　目白水 槽 で は、大 型 の
一

般商船で は長

さ 6m 程度の 模 型船 を 使用 して い る。本

船が小さ い ときや高速 の とき は、こ れ よ

り小 さ い 模型船が 使わ れ る。模型 船は、

内側 を 木で 補強 したパ ラ フ ィ ン製 で 、N

O 削成機 と熟練 した製作者 に よ り精 密 に

仕 上 げ られ る 。 試 験 に よ り、木 製や ウ レ

タン 製の 模型 船 を使 用す る 場合 もあ る。

模型 プロペ ラ

　模型 プ ロペ ラ も、1／100mm級 の 精度 が 要

の ス トッ ク 。プ ロ ペ ラ

求 さ れ るの で NO 削成機に よ っ て加工 さ

れ た 後熟 練 した製作者 に よっ て仕上 げら

れ る。

　 自航試 験 時 に使 用す る模 型 プロペ ラ は、

通 常 実船 に使用 す る プロ ペ ラの主 要 目 に

近 い もの を、当セ ンター所有 の プ ロ ペ ラ

（ス トッ ク ・プロ ペ ラ とい う）か ら選 ん

で 使 用す る。該 当 す る プロ ペ ラ が無 い と

きや、プ ロ ペ ラの キ ャ ビ テーシ ョ ン 性能

を調 べ る とき、新た に開発 した プ ロペ ラ

の 性能 を 求 め る とき な ど には別 に製 作す

る こ とになる 。

　次 回 は、当セ ン タ
ー

の 標準試験法およ

び解 析 法 に 基 づ い て 試験 の 内容を 少 し詳

し く解説 した い 。
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